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１ ３ 師 団 だ よ り 第１３７号 ２０２０年（令和２年） １２月

音楽フェスタin大和高田 フィナーレ演奏

奈良地本募集ブース（制服試着）

装備品展示（ロープ結索法）

第３音楽隊

出演者全員での記念撮影

第
３
師
団
（
師
団
長

山
根
陸
将
）
は
、
令
和
２
年
12

月
５
日
（
土
）
、
大
和
高
田
さ
ざ

ん
か
ホ
ー
ル
（
奈
良
県
大
和
高
田
市
）
に
お
い
て
師
団
音
楽
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
大
和
高
田
を
開
催
し
た
。

本
演
奏
会
は
、
師
団
に
対
す
る
地
域
住
民
の
理
解
及
び
信
頼
感
の
更
な
る
獲
得
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
事
前
に
応
募
頂
い
た
多
く
の
方
々
の
中
か
ら
当
選
し
た
来
場
者
等
が
訪
れ
た
。

演
奏
会
は
２
部
構
成
と
し
、
第
３
音
楽
隊
（
隊
長

八
巻
１
尉
）
及
び
師
団
集
成
太
鼓
隊
（
信
太
菊

水
太
鼓
及
び
京
都
３
施
太
鼓
の
２
コ
自
衛
太
鼓
で
編
成
）
に
よ
る
演
奏
を
行
っ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
け
る
国
歌
「
君
が
代
」
の
吹
奏
で
演
奏
会
の
幕
が
開
け
、
第
１
部

で
は
、
音
楽
隊
が
「
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
ン
ズ
」
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
を
、
師
団

集
成
太
鼓
隊
が
「
武
将
」
、
「
初
陣
～
跳
躍
」
及
び
「
山
彦
」
の
曲
目
に
つ
い
て
、
迫
力
あ
る
演
奏
を

披
露
し
た
。
第
２
部
で
は
、
音
楽
隊
が
「
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・
メ
ド
レ
ー
」
、
奈
良
県
大

和
高
田
市
出
身
で
あ
る
歌
手
の
青
山
テ
ル
マ
さ
ん
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
そ
ば
に
い
る
ね
」
、
「
嵐
メ
ド
レ
ー
」

等
を
演
奏
し
た
。
最
後
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
演
奏
「
坂
本
九
メ
ド
レ
ー
」
で
は
、
観
客
席
か
ら
手
拍
子
が
沸
き
起
こ

り
、
会
場
が
一
体
感
に
包
ま
れ
、
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

ま
た
、
演
奏
会
会
場
に
は
、
奈
良
地
方
協
力
本
部
に
よ
る
自
衛
官
募
集
ブ
ー
ス
及
び
装
備
品
展
示
場

が
併
設
さ
れ
、
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

来
場
者
か
ら
は
、
「
と
て
も
良
い
演
奏
会
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
頑
張
る
勇
気
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
」
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
が
、
し
っ
か
り
な
さ
れ
て
お
り
、
安
心
し
て
音
楽
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
」
等
の
温
か
い
声
が
聞
か
れ
た
。

師団集成太鼓隊

師団最先任上級曹長 師団長 第３音楽隊長 師団幕僚長

京都３施太鼓長信太菊水太鼓長
（２列目）



２ ３ 師 団 だ よ り 第１３７号 ２０２０年（令和２年） １２月

伊丹駐屯地に帰還し、熱烈な出迎えを受けるレンジャー隊員（第３６普通科連隊）

第６５期レンジャー隊員１４名と教官・助教（第７普通科連隊）

第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

小
野
田
１
佐
）
は
11
月
24
日
（
火
）
、

第
36
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

伊
藤
１
佐
）
は
11
月
27
日
（
金
）
、
そ

れ
ぞ
れ
部
隊
集
合
教
育
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
帰
還
式
を
実
施
し
た
。

本
教
育
は
、
陸
上
自
衛
隊
で
最
も
過
酷
な
教
育
の
一
つ
と
さ
れ
、
レ
ン

ジ
ャ
ー
隊
員
と
し
て
必
要
な
資
質
及
び
精
神
力
の
涵
養
を
図
る
と
と
も
に
、

技
能
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
約
３
ヶ
月
前
か
ら
実
施
中
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
度
、
教
育
の
総
仕
上
げ
と
な
る
最
終
想
定
を
見
事
に
完

遂
し
た
精
鋭
隊
員
達
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駐
屯
地
へ
帰
還
し
た
。

帰
還
式
で
は
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
学
生
の
代
表
が
、
連
隊
長
に
対
し
て
帰
還

報
告
を
実
施
し
た
。
報
告
を
受
け
た
連
隊
長
は
、
「
硬
い
意
志
」
を
表
す

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
を
あ
し
ら
っ
た
レ
ン
ジ
ャ
ー
き
章
を
学
生
一
人
ひ
と
り
に

対
し
、
直
接
授
与
し
た
。

そ
の
後
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
は
、
出
迎
え
た
多
く
の
隊
員
達
か
ら
の
祝

福
を
受
け
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
健
闘
を
称
え
合
い
帰
還
式
を
終
え
た
。

連隊長から直接レンジャーき章を授与
（第３６普通科連隊）

教官・助教からの祝福
（第７普通科連隊）第５１期レンジャー隊員１６名と連隊一同（第３６普通科連隊）

連隊長に対する帰還報告
（第７普通科連隊）



３ ３ 師 団 だ よ り 第１３７号 ２０２０年（令和２年）１２月

師
団
は
、
第
３
特
殊
武

器
防
護
隊
（
隊
長

泉
２

佐
）
を
訓
練
担
任
官
と
し

て
、
令
和
２
年
11
月
25

日
（
水
）
か
ら
12
月
４

日
（
金
）
の
間
、
千
僧

駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

及
び
青
野
ヶ
原
演
習
場

（
兵
庫
県
）
に
お
い
て
、

化
学
火
工
品
処
理
技
能
者

集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
関
係
法
令
、

化
学
火
工
品
、
安
全
管
理

等
に
対
す
る
識
能
の
習
得

を
図
っ
た
後
、
各
種
化
学

火
工
品
の
使
用
及
び
処
理

要
領
に
つ
い
て
演
練
し
、

所
望
の
成
果
を
収
め
訓
練

を
終
了
し
た
。

衛生教育支援（防護服の着脱要領等）

師
団
は
、
令
和
２
年

11
月
・
12
月
、
大
阪
府

の
要
請
に
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係

る
衛
生
教
育
支
援
を
実

施
し
た
。

本
教
育
支
援
に
お
い

て
は
、
府
内
の
宿
泊
施

設
従
業
員
等
に
対
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
及
び
防
護

服
の
着
脱
要
領
の
教
育

を
実
施
し
た
。

師
団
は
、
感
染
拡
大

防
止
に
向
け
、
引
き
続

き
各
自
治
体
等
と
緊
密

に
連
携
す
る
。

発煙黄りん手榴弾の使用景況

第３飛行隊長

統
率
方
針
「
即
応
完
遂
」

要
望
事
項
「
自
ら
考
え
よ
」

西村 康尊 ２等陸佐
出身地 福岡県 期別 ９８ＡＭＢ

東北方面航空隊（霞目）から

にしむら やすたか

師
団
は
、
令
和
２
年
11
月

及
び
12
月
に
か
け
て
兵
庫
県

淡
路
市
、
奈
良
県
五
條
市
及

び
和
歌
山
県
紀
の
川
市
に
お

い
て
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

係
る
災
害
派
遣
活
動
を
実
施

し
た
。

本
災
害
派
遣
は
、
第
３
特

科
隊
及
び
第
３
高
射
特
科
大

隊
を
基
幹
と
す
る
約
４
０
０

名
が
兵
庫
県
淡
路
市
に
お
い

て
、
第
３
施
設
大
隊
約
１
０

０
名
を
含
む
第
４
施
設
団
基

幹
の
約
２
５
０
名
が
奈
良
県

五
條
市
に
お
い
て
、
第
37
普

通
科
連
隊
を
基
幹
と
す
る
約

４
５
０
名
が
和
歌
山
県
紀
の

川
市
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

活
動
し
た
。

派
遣
隊
員
た
ち
は
、
白
い

防
護
服
に
身
を
包
み
、
息
苦

し
く
暑
い
状
態
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
撤
収
要
請
を
受
理
す

る
ま
で
、
地
域
の
不
安
を
早

期
に
一
掃
す
る
た
め
、
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

検
出
さ
れ
た
養
鶏
場
に
お
い

て
24
時
間
態
勢
で
昼
夜
を
問

わ
ず
活
動
し
た
。

第３師団長による現場指導（兵庫県淡路市）

養鶏場において活動する隊員（奈良県五條市）

養鶏場において活動する隊員（和歌山県紀の川市）

第３７普通科連隊長

東 直史 １等陸佐
出身地 山口県 期別 ９７ＡＭＢ

富士学校（富士）から

ひがし なおふみ

「
所
命
断
行
」

「
職
責
を
果
た
せ
」

「
戦
友
愛
」

要
望
事
項

統
率
方
針



４ ３ 師 団 だ よ り 第１３７号 ２０２０年（令和２年） １２月

第３７普通科連隊重迫撃砲中隊

３等陸曹 一幡 麻美

今
回
は
、
第
37
普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中
隊
に

所
属
す
る
一
幡

麻
美
（
い
ち
は
た

あ
さ
み
）

３
曹
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

小
学
校
か
ら
男
の
子
に
混
じ
っ
て
サ
ッ
カ
ー

を
趣
味
に
し
て
き
た
の
で
、
男
勝
り
な
性
格
と

培
っ
た
体
力
を
生
か
す
に
は
、
も
う
こ
れ
だ
と

決
心
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

重
迫
撃
砲
中
隊
は
、
射
撃
を
す
る
に
あ
た
っ

て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
部
隊

で
す
。
私
の
中
隊
は
、
公
私
問
わ
ず
仲
が
良
く
、

そ
れ
が
訓
練
で
の
団
結
に
も
繋
が
っ
て
い
る
の

が
魅
力
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

陸
曹
教
育
隊
入
校
前
の
検
閲
で
初
め
て
砲
手

と
し
て
訓
練
で
き
た
こ
と
で
す
。
射
撃
に
お
け

る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
や
指
揮
の
難
し
さ

と
や
り
が
い
を
発
見
で
き
た
貴
重
な
体
験
で
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

新
隊
員
前
期
教
育
で
お
世
話
に
な
っ
た
班
長

で
す
。
今
で
も
連
絡
を
と
っ
て
相
談
に
乗
っ
て

頂
い
て
お
り
、
私
も
誰
か
に
と
っ
て
頼
り
と
な

る
存
在
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

女
性
自
衛
官
が
増
え
て
い
く
中
、
教
育
訓
練

で
培
っ
た
資
質
及
び
技
能
を
十
分
に
発
揮
し
、

ま
ず
は
射
撃
陸
曹
、
将
来
的
に
は
分
隊
長
と
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
男
性
隊
員
に
も
負
け
な
い
パ
ワ
フ
ル
で
勢

い
の
あ
る
自
衛
官
に
な
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
「
伸
び
し
ろ
し
か

な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
何
事
に
も
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
サ
ッ
カ
ー

以
外
の
も
う
少
し
可
愛
ら
し
い
趣
味
を
探
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

第７普通科連隊第２中隊

３等陸曹 三島 正大

第３６普通科連隊第１中隊

陸士長 西岡 聖司

私
は
、
第
36
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊
に
所
属
す

る
西
岡

聖
司
（
に
し
お
か

せ
い
じ
）
士
長
で

す
。私

の
趣
味
で
あ
る
音
楽
（
ピ
ア
ノ
演
奏
）
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

私
が
５
歳
の
頃
、
両
親
の
す
す
め
で
ピ
ア
ノ
を

習
い
始
め
た
の
で
す
が
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
て

ピ
ア
ノ
の
前
に
座
ら
さ
れ
、
最
初
は
嫌
々
な
が
ら

弾
い
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
元
々
音
楽
が
大

好
き
な
こ
と
も
あ
り
、
今
で
も
趣
味
と
し
て
続
け

て
い
ま
す
。
特
に
、
大
学
時
代
に
は
、
シ
ョ
パ
ン

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
ｉ
ｎ
Ａ
ｓ
ｉ
ａ
と
い
う
コ
ン
ク

ー
ル
で
全
国
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
が
、
今
で
も

続
け
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
が
感
じ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
の
魅
力
は
、
曲
を
完

成
さ
せ
た
後
に
自
分
の
感
性
で
自
由
に
ア
レ
ン
ジ

し
て
弾
く
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

自
衛
官
と
し
て
勤
務
に
励
む
傍
ら
、
余
暇
を
活

用
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
ピ
ア
ノ
演
奏
を
続

け
て
行
き
た
い
で
す
。

第３高射特科大隊指揮情報中隊

３等陸尉 松尾 圭一郎

今
回
は
、
第
３
高
射
特
科
大
隊
指
揮
情
報
中
隊

に
所
属
す
る
松
尾

圭
一
郎
（
ま
つ
お

け
い
い

ち
ろ
う
）
３
尉
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
松
尾

３
尉
は
、
情
報
小
隊
長
と
し
て
日
々
、
任
務
に
邁

進
中
で
す
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
入
校
時
期
は
。

Ａ

平
成
31
年
３
月
に
一
般
幹
部
候
補
生
と
し

て
入
校
し
ま
し
た
。
期
別
は
18
Ｉ
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

生
徒
の
先
輩
で
も
あ
る
当
時
の
中
隊
長
へ

の
憧
れ
で
す
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

高
良
山
走
で
す
。
み
ん
な
で
目
標
達
成
の

た
め
に
練
成
し
た
日
々
は
と
て
も
貴
重
な
思

い
出
で
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

情
報
小
隊
長
と
し
て
小
隊
の
指
揮
、
ま
た

訓
練
幹
部
と
し
て
中
隊
の
訓
練
管
理
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
。

Ａ

目
的
・
目
標
に
対
し
訓
練
計
画
を
立
案
・

実
行
し
、
成
果
が
出
た
時
で
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

不
慣
れ
な
パ
ソ
コ
ン
業
務
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
や
は
り
一
番
は
「
企
図
の
徹
底
」
で

す
。
考
え
を
全
隊
員
に
伝
え
理
解
さ
せ
る
こ

と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

物
事
を
考
え
る
視
野
が
と
て
も
広
く
な
り

ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

こ
れ
か
ら
も
共
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大学時代の西岡士長

今
回
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
第
２
中
隊
の
三

島

正
大
（
み
し
ま

ま
さ
ひ
ろ
）
３
曹
を
紹

介
し
ま
す
。

三
島
３
曹
は
平
成
23
年
３
月
に
入
隊
し
、
平

成
28
年
１
月
に
３
等
陸
曹
昇
任
、
同
年
に
参
加

し
た
国
際
活
動
教
育
隊
で
の
教
育
を
き
っ
か
け

に
各
種
の
銃
の
取
り
扱
い
及
び
射
撃
に
興
味
を

持
ち
、
中
隊
に
お
い
て
は
小
銃
射
撃
の
指
導
部

を
担
任
し
て
い
ま
す
。
三
島
３
曹
は
若
手
陸
曹

な
が
ら
実
弾
射
撃
の
計
画
を
自
ら
作
成
す
る
と

と
も
に
、
近
接
戦
闘
に
お
け
る
ガ
ン
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
の
教
育
・
普
及
に
努
め
、
連
隊
長
要
望
事

項
で
あ
る
「
や
る
べ
き
こ
と
を
創
意
を
持
っ
て

徹
底
的
に
実
行
せ
よ
」
を
体
現
す
べ
く
、
中
隊

の
射
撃
練
度
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
身
も
連
隊
で
定
め
る
小
銃
手
の
目

標
「
ナ
イ
ト
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
マ
ン(

７
連

隊
独
自
の
夜
間
射
撃
訓
練
練
度
判
定
合
格
者)

」
に
認
定
さ
れ
る
よ
う
、
技
術
向
上
に
も
励

ん
で
い
ま
す
。
「
当
た
り
前
の
事
を
当
た
り

前
に
や
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
謹
厳
実
直
な
性

格
を
持
つ
三
島
３

曹
の
任
務
に
邁
進

す
る
姿
は
普
通
科

隊
員
の
模
範
で
あ

り
、
よ
り
一
層
部

隊
の
精
強
化
に
貢

献
す
る
こ
と
を
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

き
た

の

て
ん
ま
ん
ぐ
う

２

２ ２０２１年干支「丑」撫で牛

１

５ ３ 師 団 だ よ り 第１３７号 ２０２０年（令和２年） １２月

今
回
は
、
京
都
府
京
都
市
上
京
区
に
あ
る
北
野
天
満
宮
を
紹
介
し
ま

す
。
北
野
天
満
宮
は
、
２
０
２
１
年
干
支
「
丑
」
に
ゆ
か
り
あ
る
「
撫

で
牛
」
が
有
名
な
神
社
で
す
。

北
野
天
満
宮
は
、
学
問
の
神
様
、
菅
原
道
真
（
す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ

ね
）
公
を
ご
祭
神
と
し
て
お
ま
つ
り
す
る
全
国
約
１
万
２
０
０
０
社
の

天
満
宮
、
天
神
社
の
総
本
社
に
あ
た
り
ま
す
。
境
内
に
は
、
十
数
体
牛

の
像
が
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
触
れ
る
こ
と
で
ご
利
益
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
自
分
の

体
の
中
で
「
良
く
な
り
た
い
」
と
思
う
と
こ
ろ
を
撫
で
、
牛
の
同
じ
部

位
を
撫
で
る
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
２
０
２
１
年
の
初
詣
に
い
か
が
で
し
ょ
う
。
な
お
、
お
出
掛

け
の
際
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

油
断
せ
ず
に
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
訪
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

○住 所 〒602-8386 京都市上京区馬喰町

○電 話 075-461-0005

〇アクセス 市バス「北野天満宮前」下車すぐ

嵐電「北野白梅町駅」下車徒歩約７分

１ 北野天満宮

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter facebook

第３師団ホームページでは、過去の３師団だ
よりや、開催予定イベントの紹介などを逐次更
新しています！
ツイッター、フェイスブックは毎日更新している
ので、是非遊びに来てくださいね！
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ﾏｽｸ着用

「

ク

リ

ス

マ

ス

」

秋
の
気
配
は
何
処
へ
や
ら
、
気
が
付
け
ば
令
和
２
年
も

残
り
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
月
号
が
発
刊
さ
れ
る
頃
に

は
、
ク
リ
ス
マ
ス
も
通
り
過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
10
月
号
で
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
を
調
べ
た
際
の
「
実
は

コ
レ
じ
ゃ
な
い
」
が
ク
リ
ス
マ
ス
に
も
あ
る
の
で
は
と
思

い
、
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
と
い
え
ば
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
オ
ー

ナ
メ
ン
ト
を
飾
り
付
け
、
美
味
し
い
ケ
ー
キ
や
タ
ー
キ
ー

を
頬
張
り
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
貰
え
る
と
い
っ
た
、
大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
で
す
が
、
モ
デ
ル
は
セ
ン

ト
・
ニ
コ
ラ
ウ
ス
と
い
う
、
４
世
紀
頃
に
東
ロ
ー
マ
帝
国

（
現
在
の
ト
ル
コ
あ
た
り
）
に
実
在
し
た
人
物
と
言
わ
れ

て
お
り
、
語
り
継
が
れ
る
う
ち
に
色
々
な
逸
話
等
が
混
ざ

り
合
っ
て
、
現
在
の
姿
（
赤
い
服
、
長
い
白
髭
等
）
に
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ニ
コ
ラ
ウ
ス
さ
ん
は
、
あ
る

貧
し
い
一
家
を
憐
み
、
夜
中
に
家
の
煙
突
か
ら
金
貨
を
投

げ
入
れ
た
そ
う
で
す
。
す
る
と
、
部
屋
干
し
の
靴
下
の
中

に
金
貨
が
す
っ
ぽ
り
と
入
り
、
こ
れ
が
「
サ
ン
タ
は
煙
突

か
ら
や
っ
て
く
る
」
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
靴
下
の
中
」
の
起

源
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

次
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
は
、
８
世
紀
頃
の
ド
イ
ツ
が

起
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
み
の
木
は
厳
し
い
冬
で
も

葉
を
落
と
さ
な
い
た
め
「
永
遠
の
命
」
の
象
徴
と
し
て
、

信
仰
対
象
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
16
世
紀
頃
、

木
々
の
隙
間
か
ら
見
え
る
星
の
輝
き
に
感
動
し
た
神
学
者

の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
が
、
そ
の
感
動
を
共
有
す
る
た

め
木
に
飾
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
現
在
の
眩

い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
発
展
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
語
源
に
つ
い
て
。
ク
リ
ス
マ

ス
を
英
語
で
表
記
す
る
と
「
Ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
Ｍ
ａ
ｓ
ｓ
」

と
書
き
ま
す
。
平
読
み
す
る
と
「
キ
リ
ス
ト
・
ミ
サ
」
と

な
り
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
を
祝
う
日
（
誕
生
日

で
は
な
い
）
な
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
原
点
を
探
る
と
、
調
べ
る
前
は
相
互
に
因

果
関
係
は
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
の

ク
リ
ス
マ
ス
の
形
が
あ
る
の
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
そ

れ
ぞ
れ
が
縁
で
結
ば
れ
、
本
来
の
目
的
を
よ
り
良
い
形
で

達
成
し
よ
う
と
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

少
し
こ
じ
つ
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
縁
を
大

切
に
し
て
、
令
和
３
年
も
実
り
あ
る
一
年
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。


